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ぼ
く
は
、
き
ゅ
う
し
ょ
く
が
大
す
き
で

す
。
い
つ
も
の
こ
さ
ず
た
べ
て
い
ま
す
。

お
か
わ
り
も
し
ま
す
。
さ
い
ご
に
か
え
す

人
が
い
る
と
も
っ
た
い
な
い
な
あ
と
お
も

い
ま
す
。
で
も
、
学
し
ゅ
う
は
っ
ぴ
ょ
う

か
い
で
六
年
生
の
げ
き
「
エ
コ
セ
ン
」
を

み
て
か
ら
み
ん
な
な
る
べ
く
の
こ
さ
ず
た

べ
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
の
こ

す
の
は
、
エ
コ
じ
ゃ
な
い
。
ぜ
ん
ぶ
た
べ

た
ら
「
え
え
子
」
で
す
。 

 

な
ん
で
も
お
い
し
く
た
べ
ら
れ
る
よ
う

に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
あ
じ
を
お
し
え
て
く

れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
よ
く
た
べ
る
よ
。 

  

　
き
ゅ
う
食
の
話
を
聞
い
た
ら
、
き
ゅ
う

食
が
食
べ
た
く
な
っ
て
き
た
。
め
ち
ゃ
く

ち
ゃ
食
べ
た
く
な
っ
て
き
た
。
今
日
は
パ

ン
の
日
だ
か
ら
デ
ザ
ー
ト
が
つ
い
て
い
る

と
思
う
。
ど
ん
な
き
ゅ
う
食
か
な
。
こ
の

ご
ろ
の
き
ゅ
う
食
は
、
あ
じ
が
で
て
き
て

お
い
し
い
。
牛
に
ゅ
う
も
好
き
に
な
っ
て

き
た
。
だ
け
ど
魚
は
ほ
ね
が
つ
ま
る
か
ら

ち
ょ
っ
と
き
ら
い
だ
。
後
十
五
分
ぐ
ら
い

で
き
ゅ
う
食
だ
か
ら
楽
し
み
。
き
ゅ
う
食

は
み
ん
な
と
食
べ
ら
れ
る
か
ら
お
い
し
く

食
べ
ら
れ
る
。
だ
い
き
が
好
き
な
の
は
プ

リ
ン
と
み
か
ん
だ
。
明
日
の
き
ゅ
う
食
は

何
か
な
。 

一
年
 
石
田
 
ま
さ
き

山の上の小さな学校
 １１６人で「いただきま～す」

大津市立比叡平小学校

二
年
 
山
田
 
大
き

１年生、完食
めざして
がんばるよ！

２年生の
教室はいつも
笑顔が
いっぱい

お世話に
なっています
配膳員の
竹内さん
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よ
り
よ
い
食
生
活
を
実
践
す
る
子
ど
も 

近
江
八
幡
市
立
武
佐
小
学
校 

 

　
　
　
　
　
　
　
校
長
　
新
垣
　
善
博 

     

一
、
は
じ
め
に 

 

武
佐
小
学
校
は
、
近
江
八
幡
市
の
東

南
部
に
位
置
し
、
学
校
前
を
旧
中
山
道

が
走
り
、
武
佐
宿
の
面
影
が
残
る
街
並

み
に
あ
る
学
校
で
す
。
児
童
数
は
二
百

二
十
九
名
、
明
る
く
人
懐
っ
こ
い
元
気

な
子
ど
も
た
ち
の
学
校
で
す
。 

二
、
な
ぜ
食
育
な
の
か
？ 

 

本
校
で
は
、
平
成
十
六
年
度
よ
り
、
「
学

校
を
中
心
と
す
る
食
育
推
進
事
業
」
（
文

部
科
学
省
指
定
）
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

個
々
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様

化
や
外
食
産
業
の
増
大
な
ど
、
食
生
活

を
取
り
巻
く
社
会
環
境
の
変
化
の
中
で
、

外
食
・
加
工
食
品
の
利
用
者
の
増
加
や

朝
食
欠
食
の
増
加
な
ど
、
食
行
動
の
多

様
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、
食

に
起
因
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
課
題
が

引
き
起
こ
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
校
の
子

ど
も
達
の
食
生
活
に
つ
い
て
も
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
五
・
六
年
生

の
児
童
を
対
象
に
行
っ
た
食
事
調
査
で
は
、

朝
食
抜
き
で
学
校
へ
来
る
子
が
、
五
・

九
％
も
あ
り
時
々
食
べ
な
い
子
を
含
め

る
と
二
十
三
％
を
占
め
、
課
題
の
実
態

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
孤 

     

食
や
個
食
・
偏
食
傾
向
も
見
ら
れ
、
学

校
の
給
食
で
も
魚
や
野
菜
が
多
く
残
り
、

さ
ら
に
、
肥
満
傾
向
の
児
童
や
生
活
習

慣
病
予
防
の
対
策
が
必
要
な
児
童
も
多

い
と
い
う
状
況
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

 

健
全
な
食
生
活
や
食
習
慣
は
、
子
ど

も
が
健
や
か
に
成
長
し
、
生
涯
に
わ
た

っ
て
健
康
で
豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め

に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
営
み

で
す
。
食
べ
る
力
は
、
生
き
る
力
と
な
り
、

ま
た
、
食
欲
は
生
き
る
意
欲
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
実
態
を
背
景
と
し
て
、

知
育
・
徳
育
・
体
育
の
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
学
校
教
育
を
推
進
し
て
い
く
基
盤

と
し
て
、
本
校
の
子
ど
も
の
健
康
や
食

に
か
か
る
課
題
を
達
成
し
て
い
く
た
め

「
食
育
」
に
焦
点
を
あ
て
た
実
践
を
、

地
域
・
家
庭
と
の
連
携
（
地
域
に
根
ざ

す
、
地
域
・
家
庭
と
と
も
に
取
組
む
）

を
中
心
と
し
て
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

三
、
取
組
み
の
実
際 

 

武
佐
学
区
食
育
推
進
委
員
会
を
組
織
し

、

地
域
の
協
力
体
制
の
も
と
に
事
業
を
進

め
て
い
ま
す
。
学
年
毎
に
食
育
に
か
か

る
年
間
計
画
を
立
て
、
食
の
学
習
や
調

理
実
習
を
行
い
食
習
慣
の
育
成
に
努
め

て
い
ま
す
。
内
容
に
よ
っ
て
健
康
推
進

員
さ
ん
、
婦
人
会
・
老
人
会
等
の
協
力

を
得
て
、
知
識
だ
け
で
な
く
多
く
の
生

活
の
知
恵
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
学
年
毎
の
親
子
体
験
活
動
で
「
食

育
」
を
取
り
上
げ
家
庭
と
連
携
し
て
「
食

習
慣
・
食
環
境
」
の
見
直
し
が
図
れ
る

実
践
に
努
め
て
い
ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
家
庭
や
地
域
へ
の
啓
発
と

し
て
は
、
食
の
現
状
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
の
実
施
や
、
望
ま
し
い
食
習
慣
づ

く
り
の
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、

全
戸
に
配
布
、
食
育
講
演
会
や
料
理
講

習
会
の
開
催
、
食
育
推
進
に
か
か
る
懇

談
会
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取

組
み
を
通
し
て
、
学
校
と
同
一
歩
調
で

「
生
き
る
力
」
と
し
て
の
健
康
や
体
力

を
育
む
こ
と
、
ま
た
、
食
の
大
切
さ
が
、

子
ど
も
・
家
庭
・
地
域
に
深
く
浸
透
し

て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。 

四
、
三
年
親
子
体
験
活
動 

 

「
昔
の
お
や
つ
づ
く
り
」 

 

日
頃
な
に
げ
な
く
食
べ
て
い
る
自
分

達
の
「
お
や
つ
」
に
つ
い
て
、
学
校
栄

養
士
に
よ
る
栄
養
指
導
の
後
、
手
作
り

で
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
も
取
れ
た
「
昔
の

お
や
つ
づ
く
り
」
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

食
育
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
親
子
と

も
ど
も
に
「
望
ま
し
い
食
習
慣
や
食
環

境
」
に
つ
い
て
、
見
直
す
き
っ
か
け
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

五
、
お
わ
り
に 

 

「
学
校
を
中
心
と
し
た
食
育
推
進
事

業
」
を
進
め
る
こ
と
で
、
本
校
の
課
題

で
あ
っ
た
子
ど
も
の
朝
食
の
欠
食
率
も

減
り
、
ま
た
、
生
活
習
慣
病
予
防
の
た

め
の
食
生
活
改
善
に
向
け
て
の
意
識
化

や
家
庭
で
の
取
組
み
も
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

 

健
康
や
体
力
・
気
力
を
培
っ
て
い
く
「
食

育
」
を
推
進
し
て
い
く
に
は
、
家
庭
や

地
域
と
の
共
通
認
識
と
具
体
的
な
連
携

が
な
ん
と
い
っ
て
も
必
要
で
す
。 

 

「
一
日
一
回
は
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
食
事
を
、
二
人
以
上
で
三
十

分
以
上
か
け
て
ゆ
っ
く
り
と
楽
し
く
食

事
す
る
機
会
を
も
つ
」
を
め
あ
て
と
し
て
、

子
ど
も
自
身
が
、
生
き
方
に
か
か
わ
っ

て
食
生
活
や
食
習
慣
の
大
切
さ
に
つ
い

て
意
識
を
深
め
、
自
己
管
理
で
き
る
力

を
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

学
校
給
食
の
実
施
状
況
に
つ
い
て 

滋
賀
県
教
育
委
員
会
事
務
局
　
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課 

    

　
毎
年
五
月
一
日
現
在
に
お
け
る
学
校

給
食
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
各
市
町
教

育
委
員
会
、
給
食
実
施
県
立
学
校
か
ら

の
報
告
を
基
に
「
滋
賀
の
学
校
給
食
」

を
ま
と
め
て
い
ま
す
。
今
回
そ
の
一
部

を
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
す
。 

 

一
、
学
校
給
食
実
施
状
況
に
つ
い
て 

 

平
成
十
七
年
度
、
学
校
給
食
（
完
全
・

補
食
・
ミ
ル
ク
給
食
）
を
受
け
て
い
る

児
童
生
徒
数
と
実
施
率
は
、
小
学
校
八
四
、

八
八
三
人
（
一
〇
〇
％
）
、
中
学
校
二
一
、

一
三
九
人
（
五
一
・
五
％
）
で
す
。
こ

の
う
ち
完
全
給
食
実
施
率
は
小
学
校
で

九
七
・
四
％
、
中
学
校
で
四
一
・
三
％

で
す
。 

 

平
成
十
六
年
度
全
国
平
均
の
完
全
給

食
実
施
率
は
小
学
校
で
九
八
・
七
％
、

中
学
校
で
は
七
〇
％
で
あ
り
、
本
県
の

中
学
校
給
食
の
普
及
推
進
が
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

  二
、
米
飯
給
食
の
実
施
状
況
に
つ
い
て 

 

昭
和
五
十
一
年
度
か
ら
米
飯
給
食
が

導
入
さ
れ
、
本
県
で
は
完
全
給
食
に
お

い
て
一
〇
〇
％
実
施
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
形
態
は
児
童
生
徒
数
で
自
校
炊
飯
二 

八
・
七
％
、
委
託
炊
飯
六
八
・
一
％
、

弁
当
持
参
三
・
三
％
で
す
。
週
あ
た
り

の
米
飯
回
数
は
完
全
給
食
で
平
成
十
六

年
度
、
全
国
平
均
二
・
九
回
に
対
し
本

県
は
三
・
〇
四
回
で
す
。 

 

文
部
科
学
省
が
推
進
す
る
週
三
回
実

施
に
満
た
な
い
市
町
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

日
本
の
伝
統
的
な
食
生
活
に
対
す
る
理

解
と
関
心
を
高
め
、
正
し
い
食
習
慣
を

身
に
付
け
さ
せ
る
見
地
か
ら
も
積
極
的

な
導
入
が
望
ま
れ
ま
す
。 

三
、
給
食
業
務
外
部
委
託
状
況
に
つ
い
て 

 

完
全
給
食
・
補
食
給
食
実
施
校
の
う
ち

、

外
部
委
託
し
て
い
る
学
校
の
状
況
は
、

運
搬
業
務
の
全
面
委
託
が
二
八
・
九
％
、

派
遣
委
託
が
二
二
・
四
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

区　　分 

小学校 

中学校 

合  計 

学　　校　　数 
児　　童　　数 
学　　校　　数 
生　　徒　　数 
学　　校　　数 

児 童・生 徒 数 

総　　数 
２２３  校 

８２,６７２  人 
４７  校 

１６,９３３  人 
２７０  校 

９９,６０５  人 

自　校　炊　飯 
実施校 比率（％） 実施校 比率（％） 実施校 比率（％） 
８１ ３６.３ 

１９,１７０ ２３.２ 
３１ ６６.０ 

９,４０２ ５５.５ 
１１２ ４１.５ 

２８,５７２ ２８.７ 

委　託　炊　飯 

１３５ ６０.５ 
６１,８４８ ７４.８ 

１３ ２７.７ 
５,９３５ ３５.０ 
１４８ ５４.８ 

６７,７８３ ６８.１ 

弁　当　持　参 

７ ３.１ 
１,６５４ ２.０ 
３ ６.４ 

１,５９６ ９.４ 
１０ ３.７ 

３,２５０ ３.３ 

全　面 
校　　　数 

児童・生徒数 

校　　　数 

児童・生徒数 

派　遣 

運搬業務 

８０ 校 

２８.９  ％ 

３５,０３４ 人 

６２ 校 

２２.４  ％ 

２６,７６５ 人 

調理業務 

８.３  ％ 

１１,６５８ 人 

５３ 校 

１９.１  ％ 

２７,０５２ 人 

２３ 校 

６.５  ％ 

８,７２９ 人 

３９ 校 

１４.１  ％ 

２０,７６５ 人 

１８ 校 

３.６  ％ 

５,６５２ 人 

６６ 校 

２３.８  ％ 

３２６,８８７ 人 

１０ 校 

１.４  ％ 

１,８６４ 人 

３０ 校 

１０.８  ％ 

１１,７５４ 人 

４ 校 

４８.７  ％ 

６２,９３７ 人 

２５０ 校 

９０.３  ％ 

４１３,２２３ 人 

１３５ 校 

食器洗浄 ボイラー そ  の  他 合　　計 

区　　分 総  数 

小
　
学
　
校 

中
　
学
　
校 

学校数 

児童数 

学校数 

生徒数 

学校数 

生徒数 

学校数 

幼児・児童 
生徒数 

学校数 

幼児・児童 
生徒数 

定
時
制
高
校 

障
害
児
教
育
諸
学
校 

合
　
　
　
計 

１６ 

１７ 

１６ 

１７ 

１６ 

１７ 

１６ 

１７ 

１６ 

１７ 

１６ 

１７ 

１６ 

１７ 

１６ 

１７ 

１６ 

１７ 

１６ 

１７ 

２３６ 

２３０ 

８４,４８１ 

８４,８８３ 

１０１ 

１００ 

４１,６２４ 

４１,００８ 

５ 

５ 

４５１ 

４７８ 

１１ 

１１ 

１,２０２ 

１,２６７ 

３５３ 

３４６ 

１２７,７５８ 

１２７,６３６ 

２２５ 

２２３ 

８２,２８９ 

８２,６７２ 

４７ 

４７ 

１７,３８７ 

１６,９３３ 

５ 

５ 

２８４ 

３５４ 

１１ 

１１ 

１,１４６ 

１,２０７ 

２８８ 

２８６ 

１０１,１０６ 

１０１,１６６ 

５ 

５ 

２,０６９ 

２,０９３ 

２ 

２ 

６２８ 

６０４ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

７ 

７ 

２,６９７ 

２,６９７ 

２ 

２ 

１２３ 

１１８ 

１３ 

１３ 

３,４５５ 

３,６０２ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

１５ 

１５ 

３,５７８ 

３,７２０ 

２３２ 

２３０ 

８４,４８１ 

８４,８８３ 

６２ 

６２ 

２１,４７０ 

２１,１３９ 

５ 

５ 

２８４ 

３５４ 

１１ 

１１ 

１,１４６ 

１,２０７ 

３１０ 

３０８ 

１０７,３８１ 

１０７,５８３ 

給　　食　　実　　施 

完全給食 補食給食 ミルク給食 合　　計 

実施数 比率（％） 実施数 比率（％） 実施数 比率（％） 実施数 比率（％） 

９５.３ 

９７.０ 

９７.４ 

９７.４ 

４６.５ 

４７.０ 

４１.８ 

４１.３ 

１００.０ 

１００.０ 

６３.０ 

７４.１ 

１００.０ 

１００.０ 

９５.３ 

９５.３ 

８１.６ 

８２.７ 

７９.１ 

７９.3

２.１ 

２.２ 

２.４ 

２.５ 

２.０ 

２.０ 

１.５ 

１.５ 

０.０ 

０.０ 

０.０ 

０.０ 

０.０ 

０.０ 

０.０ 

０.０ 

２.０ 

２.０ 

２.１ 

２.１ 

０.８ 

０.９ 

０.１ 

０.１ 

１２.９ 

１３.０ 

８.３ 

８.８ 

０.０ 

０.０ 

０.０ 

０.０ 

０.０ 

０.０ 

０.０ 

０.０ 

４.２ 

４.３ 

２.８ 

２.９ 

９８.３ 

１００.０ 

１００.０ 

１００.０ 

６１.４ 

６２.０ 

５１.６ 

５１.５ 

１００.０ 

１００.０ 

６３.０ 

７４.１ 

１００.０ 

１００.０ 

９５.３ 

９５.３ 

８７.８ 

８９.０ 

８４.１ 

８４.３ 

休　校 未  実  施 

校  数 比率（％） 比率（％） 
未実 
施数 

４ １.７ ０ ０.０ 

４ １.７ ０ ０.０ 

０ ０.０ ０ ０.０ 

０ ０.０ ０ ０.０ 

１ １.０ ３８ ３７.６ 

１ １.０ ３８ ３８.０ 

０ ０.０ ２０,１５４ ４８.４ 

０ ０.０ １９,８６９ ４８.５ 

０ ０.０ ０ ０.０ 

０ ０.０ ０ ０.０ 

０ ０.０ １６７ ３７.０ 

０ ０.０ １２４ ２５.９ 

０ ０.０ ０ ０.０ 

０ ０.０ ０ ０.０ 

０ ０.０ ５６ ４.７ 

０ ０.０ ６０ ４.７ 

５ １.４ ３８ １０.８ 

５ １.４ ３８ １１.０ 

０ ０.０ ２０,３７７ １５.９ 

０ ０.０ ２０,０５３ １５.７ 

表１　平成17年度学校給食実施状況（公立小中学校） 

（注）特殊教育諸学校における未実施の児童生徒数は、訪問教育および分教室等の児童生徒である。 

（平成１７年５月１日現在） 

表２　形態別米飯給食実施状況（完全給食） （平成１７年５月１日現在） 

表３　給食業務外部委託状況 （平成１７年５月１日現在） 

（注）１、委託比率は、完全給食および補食給食を実施している市町立学校数（２７７）に対する 
　　　　外部委託学校数の比率である。（ただし、製パン加工、炊飯加工の業務、総合整備、 
　　　　ねずみ害虫駆除等を除く） 
　　２、１校で、２つ以上の業務を委託している場合があるので、全体の合計数は一致しない。 
　　３、その他業務の内訳（浄化槽、機械点検、施設設備維持管理、配膳業務等） 
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よ
り
よ
い
食
生
活
を
実
践
す
る
子
ど
も 

近
江
八
幡
市
立
武
佐
小
学
校 

 

　
　
　
　
　
　
　
校
長
　
新
垣
　
善
博 

     

一
、
は
じ
め
に 

 

武
佐
小
学
校
は
、
近
江
八
幡
市
の
東

南
部
に
位
置
し
、
学
校
前
を
旧
中
山
道

が
走
り
、
武
佐
宿
の
面
影
が
残
る
街
並

み
に
あ
る
学
校
で
す
。
児
童
数
は
二
百

二
十
九
名
、
明
る
く
人
懐
っ
こ
い
元
気

な
子
ど
も
た
ち
の
学
校
で
す
。 

二
、
な
ぜ
食
育
な
の
か
？ 

 

本
校
で
は
、
平
成
十
六
年
度
よ
り
、
「
学

校
を
中
心
と
す
る
食
育
推
進
事
業
」
（
文

部
科
学
省
指
定
）
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

個
々
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様

化
や
外
食
産
業
の
増
大
な
ど
、
食
生
活

を
取
り
巻
く
社
会
環
境
の
変
化
の
中
で
、

外
食
・
加
工
食
品
の
利
用
者
の
増
加
や

朝
食
欠
食
の
増
加
な
ど
、
食
行
動
の
多

様
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、
食

に
起
因
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
課
題
が

引
き
起
こ
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
校
の
子

ど
も
達
の
食
生
活
に
つ
い
て
も
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
五
・
六
年
生

の
児
童
を
対
象
に
行
っ
た
食
事
調
査
で
は
、

朝
食
抜
き
で
学
校
へ
来
る
子
が
、
五
・

九
％
も
あ
り
時
々
食
べ
な
い
子
を
含
め

る
と
二
十
三
％
を
占
め
、
課
題
の
実
態

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
孤 

     

食
や
個
食
・
偏
食
傾
向
も
見
ら
れ
、
学

校
の
給
食
で
も
魚
や
野
菜
が
多
く
残
り
、

さ
ら
に
、
肥
満
傾
向
の
児
童
や
生
活
習

慣
病
予
防
の
対
策
が
必
要
な
児
童
も
多

い
と
い
う
状
況
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

 

健
全
な
食
生
活
や
食
習
慣
は
、
子
ど

も
が
健
や
か
に
成
長
し
、
生
涯
に
わ
た

っ
て
健
康
で
豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め

に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
営
み

で
す
。
食
べ
る
力
は
、
生
き
る
力
と
な
り
、

ま
た
、
食
欲
は
生
き
る
意
欲
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
実
態
を
背
景
と
し
て
、

知
育
・
徳
育
・
体
育
の
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
学
校
教
育
を
推
進
し
て
い
く
基
盤

と
し
て
、
本
校
の
子
ど
も
の
健
康
や
食

に
か
か
る
課
題
を
達
成
し
て
い
く
た
め

「
食
育
」
に
焦
点
を
あ
て
た
実
践
を
、

地
域
・
家
庭
と
の
連
携
（
地
域
に
根
ざ

す
、
地
域
・
家
庭
と
と
も
に
取
組
む
）

を
中
心
と
し
て
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

三
、
取
組
み
の
実
際 

 

武
佐
学
区
食
育
推
進
委
員
会
を
組
織
し

、

地
域
の
協
力
体
制
の
も
と
に
事
業
を
進

め
て
い
ま
す
。
学
年
毎
に
食
育
に
か
か

る
年
間
計
画
を
立
て
、
食
の
学
習
や
調

理
実
習
を
行
い
食
習
慣
の
育
成
に
努
め

て
い
ま
す
。
内
容
に
よ
っ
て
健
康
推
進

員
さ
ん
、
婦
人
会
・
老
人
会
等
の
協
力

を
得
て
、
知
識
だ
け
で
な
く
多
く
の
生

活
の
知
恵
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
学
年
毎
の
親
子
体
験
活
動
で
「
食

育
」
を
取
り
上
げ
家
庭
と
連
携
し
て
「
食

習
慣
・
食
環
境
」
の
見
直
し
が
図
れ
る

実
践
に
努
め
て
い
ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
家
庭
や
地
域
へ
の
啓
発
と

し
て
は
、
食
の
現
状
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
の
実
施
や
、
望
ま
し
い
食
習
慣
づ

く
り
の
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、

全
戸
に
配
布
、
食
育
講
演
会
や
料
理
講

習
会
の
開
催
、
食
育
推
進
に
か
か
る
懇

談
会
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取

組
み
を
通
し
て
、
学
校
と
同
一
歩
調
で

「
生
き
る
力
」
と
し
て
の
健
康
や
体
力

を
育
む
こ
と
、
ま
た
、
食
の
大
切
さ
が
、

子
ど
も
・
家
庭
・
地
域
に
深
く
浸
透
し

て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。 

四
、
三
年
親
子
体
験
活
動 

 

「
昔
の
お
や
つ
づ
く
り
」 

 

日
頃
な
に
げ
な
く
食
べ
て
い
る
自
分

達
の
「
お
や
つ
」
に
つ
い
て
、
学
校
栄

養
士
に
よ
る
栄
養
指
導
の
後
、
手
作
り

で
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
も
取
れ
た
「
昔
の

お
や
つ
づ
く
り
」
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

食
育
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
親
子
と

も
ど
も
に
「
望
ま
し
い
食
習
慣
や
食
環

境
」
に
つ
い
て
、
見
直
す
き
っ
か
け
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

五
、
お
わ
り
に 

 

「
学
校
を
中
心
と
し
た
食
育
推
進
事

業
」
を
進
め
る
こ
と
で
、
本
校
の
課
題

で
あ
っ
た
子
ど
も
の
朝
食
の
欠
食
率
も

減
り
、
ま
た
、
生
活
習
慣
病
予
防
の
た

め
の
食
生
活
改
善
に
向
け
て
の
意
識
化

や
家
庭
で
の
取
組
み
も
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

 

健
康
や
体
力
・
気
力
を
培
っ
て
い
く
「
食

育
」
を
推
進
し
て
い
く
に
は
、
家
庭
や

地
域
と
の
共
通
認
識
と
具
体
的
な
連
携

が
な
ん
と
い
っ
て
も
必
要
で
す
。 

 

「
一
日
一
回
は
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
食
事
を
、
二
人
以
上
で
三
十

分
以
上
か
け
て
ゆ
っ
く
り
と
楽
し
く
食

事
す
る
機
会
を
も
つ
」
を
め
あ
て
と
し
て
、

子
ど
も
自
身
が
、
生
き
方
に
か
か
わ
っ

て
食
生
活
や
食
習
慣
の
大
切
さ
に
つ
い

て
意
識
を
深
め
、
自
己
管
理
で
き
る
力

を
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

学
校
給
食
の
実
施
状
況
に
つ
い
て 

滋
賀
県
教
育
委
員
会
事
務
局
　
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課 

    

　
毎
年
五
月
一
日
現
在
に
お
け
る
学
校

給
食
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
各
市
町
教

育
委
員
会
、
給
食
実
施
県
立
学
校
か
ら

の
報
告
を
基
に
「
滋
賀
の
学
校
給
食
」

を
ま
と
め
て
い
ま
す
。
今
回
そ
の
一
部

を
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
す
。 

 

一
、
学
校
給
食
実
施
状
況
に
つ
い
て 

 

平
成
十
七
年
度
、
学
校
給
食
（
完
全
・

補
食
・
ミ
ル
ク
給
食
）
を
受
け
て
い
る

児
童
生
徒
数
と
実
施
率
は
、
小
学
校
八
四
、

八
八
三
人
（
一
〇
〇
％
）
、
中
学
校
二
一
、

一
三
九
人
（
五
一
・
五
％
）
で
す
。
こ

の
う
ち
完
全
給
食
実
施
率
は
小
学
校
で

九
七
・
四
％
、
中
学
校
で
四
一
・
三
％

で
す
。 

 

平
成
十
六
年
度
全
国
平
均
の
完
全
給

食
実
施
率
は
小
学
校
で
九
八
・
七
％
、

中
学
校
で
は
七
〇
％
で
あ
り
、
本
県
の

中
学
校
給
食
の
普
及
推
進
が
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

  二
、
米
飯
給
食
の
実
施
状
況
に
つ
い
て 

 

昭
和
五
十
一
年
度
か
ら
米
飯
給
食
が

導
入
さ
れ
、
本
県
で
は
完
全
給
食
に
お

い
て
一
〇
〇
％
実
施
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
形
態
は
児
童
生
徒
数
で
自
校
炊
飯
二 

八
・
七
％
、
委
託
炊
飯
六
八
・
一
％
、

弁
当
持
参
三
・
三
％
で
す
。
週
あ
た
り

の
米
飯
回
数
は
完
全
給
食
で
平
成
十
六

年
度
、
全
国
平
均
二
・
九
回
に
対
し
本

県
は
三
・
〇
四
回
で
す
。 

 

文
部
科
学
省
が
推
進
す
る
週
三
回
実

施
に
満
た
な
い
市
町
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

日
本
の
伝
統
的
な
食
生
活
に
対
す
る
理

解
と
関
心
を
高
め
、
正
し
い
食
習
慣
を

身
に
付
け
さ
せ
る
見
地
か
ら
も
積
極
的

な
導
入
が
望
ま
れ
ま
す
。 

三
、
給
食
業
務
外
部
委
託
状
況
に
つ
い
て 

 

完
全
給
食
・
補
食
給
食
実
施
校
の
う
ち

、

外
部
委
託
し
て
い
る
学
校
の
状
況
は
、

運
搬
業
務
の
全
面
委
託
が
二
八
・
九
％
、

派
遣
委
託
が
二
二
・
四
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

区　　分 

小学校 

中学校 

合  計 

学　　校　　数 
児　　童　　数 
学　　校　　数 
生　　徒　　数 
学　　校　　数 

児 童・生 徒 数 

総　　数 
２２３  校 

８２,６７２  人 
４７  校 

１６,９３３  人 
２７０  校 

９９,６０５  人 

自　校　炊　飯 
実施校 比率（％） 実施校 比率（％） 実施校 比率（％） 
８１ ３６.３ 

１９,１７０ ２３.２ 
３１ ６６.０ 

９,４０２ ５５.５ 
１１２ ４１.５ 

２８,５７２ ２８.７ 

委　託　炊　飯 

１３５ ６０.５ 
６１,８４８ ７４.８ 

１３ ２７.７ 
５,９３５ ３５.０ 
１４８ ５４.８ 

６７,７８３ ６８.１ 

弁　当　持　参 

７ ３.１ 
１,６５４ ２.０ 
３ ６.４ 

１,５９６ ９.４ 
１０ ３.７ 

３,２５０ ３.３ 

全　面 
校　　　数 

児童・生徒数 

校　　　数 

児童・生徒数 

派　遣 

運搬業務 

８０ 校 

２８.９  ％ 

３５,０３４ 人 

６２ 校 

２２.４  ％ 

２６,７６５ 人 

調理業務 

８.３  ％ 

１１,６５８ 人 

５３ 校 

１９.１  ％ 

２７,０５２ 人 

２３ 校 

６.５  ％ 

８,７２９ 人 

３９ 校 

１４.１  ％ 

２０,７６５ 人 

１８ 校 

３.６  ％ 

５,６５２ 人 

６６ 校 

２３.８  ％ 

３２６,８８７ 人 

１０ 校 

１.４  ％ 

１,８６４ 人 

３０ 校 

１０.８  ％ 

１１,７５４ 人 

４ 校 

４８.７  ％ 

６２,９３７ 人 

２５０ 校 

９０.３  ％ 

４１３,２２３ 人 

１３５ 校 

食器洗浄 ボイラー そ  の  他 合　　計 

区　　分 総  数 

小
　
学
　
校 

中
　
学
　
校 

学校数 

児童数 

学校数 

生徒数 

学校数 

生徒数 

学校数 

幼児・児童 
生徒数 

学校数 

幼児・児童 
生徒数 

定
時
制
高
校 

障
害
児
教
育
諸
学
校 

合
　
　
　
計 

１６ 

１７ 

１６ 

１７ 

１６ 

１７ 

１６ 

１７ 

１６ 

１７ 

１６ 

１７ 

１６ 

１７ 

１６ 

１７ 

１６ 

１７ 

１６ 

１７ 

２３６ 

２３０ 

８４,４８１ 

８４,８８３ 

１０１ 

１００ 

４１,６２４ 

４１,００８ 

５ 

５ 

４５１ 

４７８ 

１１ 

１１ 

１,２０２ 

１,２６７ 

３５３ 

３４６ 

１２７,７５８ 

１２７,６３６ 

２２５ 

２２３ 

８２,２８９ 

８２,６７２ 

４７ 

４７ 

１７,３８７ 

１６,９３３ 

５ 

５ 

２８４ 

３５４ 

１１ 

１１ 

１,１４６ 

１,２０７ 

２８８ 

２８６ 

１０１,１０６ 

１０１,１６６ 

５ 

５ 

２,０６９ 

２,０９３ 

２ 

２ 

６２８ 

６０４ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

７ 

７ 

２,６９７ 

２,６９７ 

２ 

２ 

１２３ 

１１８ 

１３ 

１３ 

３,４５５ 

３,６０２ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

１５ 

１５ 

３,５７８ 

３,７２０ 

２３２ 

２３０ 

８４,４８１ 

８４,８８３ 

６２ 

６２ 

２１,４７０ 

２１,１３９ 

５ 

５ 

２８４ 

３５４ 

１１ 

１１ 

１,１４６ 

１,２０７ 

３１０ 

３０８ 

１０７,３８１ 

１０７,５８３ 

給　　食　　実　　施 

完全給食 補食給食 ミルク給食 合　　計 

実施数 比率（％） 実施数 比率（％） 実施数 比率（％） 実施数 比率（％） 

９５.３ 

９７.０ 

９７.４ 

９７.４ 

４６.５ 

４７.０ 

４１.８ 

４１.３ 

１００.０ 

１００.０ 

６３.０ 

７４.１ 

１００.０ 

１００.０ 

９５.３ 

９５.３ 

８１.６ 

８２.７ 

７９.１ 

７９.3

２.１ 

２.２ 

２.４ 

２.５ 

２.０ 

２.０ 

１.５ 

１.５ 

０.０ 

０.０ 

０.０ 

０.０ 

０.０ 

０.０ 

０.０ 

０.０ 

２.０ 

２.０ 

２.１ 

２.１ 

０.８ 

０.９ 

０.１ 

０.１ 

１２.９ 

１３.０ 

８.３ 

８.８ 

０.０ 

０.０ 

０.０ 

０.０ 

０.０ 

０.０ 

０.０ 

０.０ 

４.２ 

４.３ 

２.８ 

２.９ 

９８.３ 

１００.０ 

１００.０ 

１００.０ 

６１.４ 

６２.０ 

５１.６ 

５１.５ 

１００.０ 

１００.０ 

６３.０ 

７４.１ 

１００.０ 

１００.０ 

９５.３ 

９５.３ 

８７.８ 

８９.０ 

８４.１ 

８４.３ 

休　校 未  実  施 

校  数 比率（％） 比率（％） 
未実 
施数 

４ １.７ ０ ０.０ 

４ １.７ ０ ０.０ 

０ ０.０ ０ ０.０ 

０ ０.０ ０ ０.０ 

１ １.０ ３８ ３７.６ 

１ １.０ ３８ ３８.０ 

０ ０.０ ２０,１５４ ４８.４ 

０ ０.０ １９,８６９ ４８.５ 

０ ０.０ ０ ０.０ 

０ ０.０ ０ ０.０ 

０ ０.０ １６７ ３７.０ 

０ ０.０ １２４ ２５.９ 

０ ０.０ ０ ０.０ 

０ ０.０ ０ ０.０ 

０ ０.０ ５６ ４.７ 

０ ０.０ ６０ ４.７ 

５ １.４ ３８ １０.８ 

５ １.４ ３８ １１.０ 

０ ０.０ ２０,３７７ １５.９ 

０ ０.０ ２０,０５３ １５.７ 

表１　平成17年度学校給食実施状況（公立小中学校） 

（注）特殊教育諸学校における未実施の児童生徒数は、訪問教育および分教室等の児童生徒である。 

（平成１７年５月１日現在） 

表２　形態別米飯給食実施状況（完全給食） （平成１７年５月１日現在） 

表３　給食業務外部委託状況 （平成１７年５月１日現在） 

（注）１、委託比率は、完全給食および補食給食を実施している市町立学校数（２７７）に対する 
　　　　外部委託学校数の比率である。（ただし、製パン加工、炊飯加工の業務、総合整備、 
　　　　ねずみ害虫駆除等を除く） 
　　２、１校で、２つ以上の業務を委託している場合があるので、全体の合計数は一致しない。 
　　３、その他業務の内訳（浄化槽、機械点検、施設設備維持管理、配膳業務等） 
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給
食
と
い
え
ば
思
い
出
す
の
は
、
い
ち

度
に
い
れ
る
と
汁
が
あ
ふ
れ
た
ソ
フ
ト
め

ん
。
口
の
周
り
が
ベ
タ
ベ
タ
に
な
っ
た
揚

げ
パ
ン
。
ク
ジ
ラ
の
メ
ニ
ュ
ー
。
酸
っ
ぱ

す
ぎ
た
り
甘
す
ぎ
た
り
、
正
直
小
学
生
の

私
に
は
納
得
の
い
か
な
い
不
思
議
な
味
も

あ
り
ま
し
た
が
、
小
さ
な
頃
か
ら
色
々
な

味
覚
を
育
て
る
事
は
体
を
つ
く
る
と
い
う

事
だ
け
で
は
な
く
表
現
力
も
養
わ
れ
人
間

の
幅
に
も
つ
な
が
る
大
切
な
事
だ
と
教
え

て
く
れ
ま
す
。 

 

笑
顔
が
こ
ぼ
れ
る
会
話
の
中
、
思
わ
ず

鼻
か
ら
牛
乳
を
ふ
き
出
し
た
友
だ
ち
。
人

気
メ
ニ
ュ
ー
の
じ
ゃ
ん
け
ん
合
戦
。 

 

み
ん
な
と
食
べ
る
事
の
楽
し
さ
を
教
え

て
く
れ
ま
す
。 

 

「
体
の
栄
養
」
「
心
の
栄
養
」
と
な
る

給
食
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
と
て
も

貴
重
な
体
験
で
す
。 

 

給
食
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に

携
わ
っ
て
下
さ
る
多
く
の
関
係
者
の
方
々

に
対
し
て
… 

 

自
分
た
ち
は
そ
ん
な
恵
ま
れ
た
環
境
の

中
で
生
き
て
い
る
と
い
う
事
に
対
し
て
感

謝
す
る
気
持
ち
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。 

 

「
生
き
る
力
」
と
い
う
最
も
大
切
な
学

力
は
、
給
食
の
中
に
も
た
く
さ
ん
つ
ま
っ

て
い
ま
す
。 

﹁
お
い
し
い
き
ゅ
う
食
あ
り
が
と
う
﹂

東
近
江
市
立
八
日
市
北
小
学
校 

二
年
　
栗
田
　
楓
子 

﹁
栄
養
と
愛
情
こ
も
っ
た
給
食
﹂

大
津
市
立
富
士
見
小
学
校 

六
年 

平
尾
穂
那
美 

﹁
給
食
か
ら
学
ぶ
﹂

東
近
江
市
立
蒲
生
東
小
学
校 

保
護
者
　
山
川
　
昌
子 

﹁
感
謝
の
気
持
ち
で
﹂

長
浜
市
立
び
わ
中
学
校 

二
年
　
上
山
　
咲
季 

草津市立老上小学校　五年 

野上　鉄太 

﹁
お
い
し
い
給
食
﹂

高
島
市
立
今
津
西
小
学
校 

三
年
　
蓑
津
　
遥
　 

   

　
四
時
間
目
の
授
業
が
終
わ
る
と
、
と
っ

く
に
お
腹
の
す
い
て
い
た
私
は
、
と
び
つ

く
よ
う
に
こ
ん
だ
て
表
を
見
に
行
き
ま
す
。 

 

あ
る
日
、
給
食
で
、
焼
き
そ
ば
が
出
ま

し
た
。
私
は
焼
き
そ
ば
は
好
き
な
の
で
す

が
、
そ
の
焼
き
そ
ば
の
中
に
は
、
き
ら
い

な
ピ
ー
マ
ン
が
入
っ
て
い
た
の
で
す
。
私

は
よ
け
て
食
べ
た
の
で
す
。
で
も
ピ
ー
マ

ン
だ
け
を
残
す
の
も
、
な
ん
だ
か
悪
い
と

思
い
、
そ
ば
と
一
緒
に
口
の
中
に
入
れ
ま

し
た
。
そ
の
一
口
を
食
べ
た
私
は
、
焼
き

そ
ば
を
す
べ
て
食
べ
つ
く
し
ま
し
た
。
私

は
も
し
か
す
る
と
、
こ
の
焼
き
そ
ば
で
始

め
て
き
ら
い
な
ピ
ー
マ
ン
を
お
い
し
く
食

べ
ら
れ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て

同
時
に
、
給
食
を
作
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
方
々
か
ら
の
愛
情
を
感
じ
ま
し
た
。 

 

十
月
、
栄
養
士
の
先
生
か
ら
、
こ
ん
立

の
た
て
方
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
季
節
に
合
っ
た
旬
の

食
材
、
世
界
中
の
国
々
の
料
理
、
そ
し
て
、

喜
ん
で
く
れ
そ
う
な
デ
ザ
ー
ト
、
栄
養
を

考
え
て
工
夫
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と

を
聞
き
ま
し
た
。 

 

給
食
を
食
べ
る
の
も
あ
と
、
三
学
期
だ

け
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
給
食
に

注
が
れ
た
愛
情
を
一
口
、
一
口
か
み
し
め

て
食
べ
よ
う
と
思
い
ま
す
。 

守山市立物部小学校　三年 

足立　沙央理 

﹁
も
っ
と
、
も
っ
と
﹂

長
浜
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー 

栄
養
職
員
　
中
島
　
広
美 

﹁
給
食
に
感
謝
し
て
﹂

甲
賀
市
立
土
山
小
学
校 

教
諭
　
中
井
　
良
子 

 

　
「
先
生
、
来
月
い
つ
来
て
く
れ
る
ん
？
」

「
今
日
の
給
食
め
っ
ち
ゃ
お
い
し
か
っ
た

で
ー
。
」 

 

ど
こ
の
学
校
に
も
隣
接
し
て
い
な
い
大

規
模
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し
て
い
る
私
に
と

っ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
出
会
え
る
給
食
時

間
の
指
導
は
と
て
も
楽
し
い
も
の
。 

 

小
学
校
六
校
を
廻
る
給
食
指
導
は
、
ほ

と
ん
ど
毎
日
ど
こ
か
の
学
校
に
出
ず
っ
ぱ

り
で
す
。
そ
こ
で
見
る
子
ど
も
た
ち
の
様

子
に
は
残
菜
だ
け
で
は
決
し
て
わ
か
ら
な

い
も
の
が
見
え
て
き
ま
す
。 

 

も
っ
と
も
っ
と
、
子
ど
も
た
ち
に
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
学
ん
で
ほ
し
い
、
も
っ
と

も
っ
と
給
食
の
こ
と
大
好
き
に
な
っ
て
ほ

し
い
。
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
の
育
成
を
目

指
し
て
、
も
っ
と
も
っ
と
自
己
研
鑽
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

    

　
私
た
ち
は
、
毎
日
給
食
を
お
い
し
く
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
給
食
の
時
間
は
、
授

業
中
と
は
違
っ
た
雰
囲
気
で
、
み
ん
な
も

の
す
ご
く
楽
し
そ
う
で
す
。 

 

さ
て
皆
さ
ん
は
、
こ
ん
な
ふ
う
に
私
た

ち
を
幸
せ
な
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
る
給

食
に
つ
い
て
ど
れ
く
ら
い
考
え
た
こ
と
が

あ
る
で
し
ょ
う
か
。
野
菜
な
ど
食
材
に
な

る
も
の
を
育
て
て
く
だ
さ
る
人
た
ち
、
そ

れ
を
運
ん
で
く
だ
さ
る
人
た
ち
、
調
理
し

て
く
だ
さ
る
人
た
ち
、
そ
の
他
に
も
も
っ

と
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
の
手
を
通
っ
て
や

っ
と
私
た
ち
の
と
こ
ろ
へ
や
っ
て
く
る
の

に
、
安
易
に
口
に
あ
わ
な
い
と
か
、
見
た

め
だ
け
で
残
し
て
し
ま
う
人
は
い
ま
せ
ん

か
。
と
て
も
残
念
な
こ
と
で
す
。
一
月
に

は
給
食
週
間
が
あ
り
、
食
に
つ
い
て
あ
ら

た
め
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私

た
ち
は
目
の
前
に
あ
る
食
物
に
感
謝
す
る

こ
と
を
忘
れ
ず
に
毎
日
を
過
ご
し
た
い
と

思
い
ま
す
。 

    

　
「
こ
の
に
お
い
…
お
で
ん
か
な
。
」

「
献
立
表
に
は
、
琵
琶
鱒
も
書
い
て
あ
っ

た
よ
。
」 

 

給
食
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
子
ど
も
た

ち
は
、
準
備
の
間
も
、
マ
ス
ク
を
し
て
い

る
口
か
ら
、
給
食
の
話
が
。 

 

土
山
町
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
野
菜
、
鮎

河
菜
を
使
っ
た
郷
土
料
理
・
甲
賀
市
の
干

し
柿
・
琵
琶
湖
の
魚
を
焼
い
た
物
・
お
隣

の
国
韓
国
の
チ
ヂ
ミ
・
ナ
ム
ル
・
姉
妹
都

市
ア
メ
リ
カ
、
ト
ラ
バ
ー
ス
シ
テ
ィ
の
チ

ェ
リ
ー
等
々
… 

 

い
ろ
い
ろ
な
献
立
を
考
え
て
届
け
て
く

だ
さ
る
給
食
は
、
子
ど
も
た
ち
の
体
も
心

も
温
ま
り
ま
す
。 

 

食
べ
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
。
給
食
感

謝
週
間
に
は
、
「
残
飯
ゼ
ロ
の
日
」
を
決

め
た
り
、
給
食
を
作
っ
て
く
だ
さ
る
方
へ

の
お
礼
の
気
持
ち
を
手
紙
や
プ
レ
ゼ
ン
ト

に
し
た
り
し
て
、
食
生
活
に
つ
い
て
考
え

る
取
り
組
み
を
進
め
ま
し
た
。 

 

少
し
は
好
き
嫌
い
が
あ
っ
て
も
、
時
間

が
十
分
に
あ
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中

で
友
だ
ち
と
楽
し
く
食
べ
る
こ
と
に
よ
り
、

工
夫
し
て
食
べ
よ
う
と
す
る
子
が
増
え
て

き
ま
し
た
。 

 

〝
あ
り
が
と
う
〞
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
に
、
給
食
を
通
し
て
、
健
康
な
体
、

豊
か
な
心
が
育
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。 

            

　
き
ゅ
う
食
の
中
で
一
番
す
き
な
の
が
、

お
た
ん
生
日
き
ゅ
う
食
で
す
。
い
つ
も
何

が
で
る
か
、
わ
く
わ
く
し
て
い
ま
す
。
お

肉
と
イ
カ
と
牛
に
ゅ
う
が
大
す
き
で
す
。

ほ
か
の
お
か
ず
も
ほ
と
ん
ど
す
き
で
す
。

こ
ん
な
お
い
し
い
き
ゅ
う
食
を
あ
り
が
と

う
。
野
さ
い
を
た
く
さ
ん
つ
か
っ
た
お
か

ず
も
作
っ
て
ね
。 

 

　
　
　
　
　
　
二
年
　
北
川
　
勇 

 

ち
ょ
う
理
い
ん
さ
ん
、
い
つ
も
お
い
し

い
き
ゅ
う
食
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
元
気
が
で
る
お
い
し
い
き
ゅ

う
食
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。
ぼ
く
が
す
き

な
食
べ
も
の
は
、
た
ら
こ
だ
け
ど
、
い
つ

も
お
い
し
い
元
気
が
で
る
い
ろ
い
ろ
な
き

ゅ
う
食
を
作
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
お
い
し
い
き
ゅ

う
食
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。 

  

　
　
　
　
二
年
　
大
坪
　
弘
樹 

 

毎
日
、
お
い
し
い
き
ゅ
う
食
あ
り
が
と

う
。
と
っ
て
も
お
い
し
い
か
ら
、
い
つ
も

ク
ラ
ス
で
一
番
さ
い
し
ょ
に
食
べ
お
わ
り

ま
す
。
家
で
は
、
き
ら
い
な
も
の
も
で
る

け
ど
、
学
校
で
は
き
ら
い
な
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
。
一
年
生
か
ら
今
ま
で
、
の
こ
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
が

ん
ば
っ
て
お
い
し
い
き
ゅ
う
食
を
作
っ
て

く
だ
さ
い
。 

　
わ
た
し
た
ち
の
学
校
の
給
食
は
、
し
ゅ

る
い
が
多
く
て
、
色
が
き
れ
い
で
す
。
味

も
と
て
も
お
い
し
い
と
、
わ
た
し
は
、
思

っ
て
い
ま
す
。 

 

わ
た
し
の
大
す
き
な
メ
ニ
ュ
ー
は
、
ソ

フ
ト
め
ん
・
ゼ
リ
ー
・
パ
イ
ン
パ
ン
・
そ

し
て
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
で
す
。
あ
ま
い

あ
じ
や
、
口
あ
た
り
が
と
て
も
す
き
で
す
。

一
年
生
の
時
に
は
じ
め
て
食
べ
た
給
食
は
、

お
い
わ
い
の
ご
は
ん
給
食
で
し
た
。
も
の

す
ご
く
お
い
し
か
っ
た
の
を
お
ぼ
え
て
い

ま
す
。
「
お
い
し
い
」
と
、
思
わ
ず
さ
け

ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
牛
に
ゅ
う
も
大
す

き
で
す
。 

 

に
が
て
も
あ
り
ま
す
。
シ
シ
ャ
モ
で
す

、

た
ま
ご
が
ピ
チ
ピ
チ
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

き
ら
い
だ
け
ど
、
が
ん
ば
っ
て
食
べ
て
い

ま
す
。
え
い
よ
う
が
あ
る
か
ら
で
す
。
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
も
、
ほ
め
て
く
れ
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
ま
す
。 

 

わ
た
し
は
、
あ
ん
ま
り
た
く
さ
ん
食
べ

る
方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
時
ど
き
給
食
を

の
こ
し
ま
す
。
け
れ
ど
、
し
っ
か
り
食
べ

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
歯
み
が
き
も
わ

す
れ
ず
し
ま
す
。
け
ん
こ
う
に
生
活
し
た

い
か
ら
で
す
。 

 

今
、
学
校
は
雪
が
一
メ
ー
ト
ル
い
上
つ

も
っ
て
い
ま
す
。
で
も
給
食
は
、
毎
日
と

ど
き
ま
す
。
給
食
の
お
じ
さ
ん
、
お
ば
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 
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給
食
と
い
え
ば
思
い
出
す
の
は
、
い
ち

度
に
い
れ
る
と
汁
が
あ
ふ
れ
た
ソ
フ
ト
め

ん
。
口
の
周
り
が
ベ
タ
ベ
タ
に
な
っ
た
揚

げ
パ
ン
。
ク
ジ
ラ
の
メ
ニ
ュ
ー
。
酸
っ
ぱ

す
ぎ
た
り
甘
す
ぎ
た
り
、
正
直
小
学
生
の

私
に
は
納
得
の
い
か
な
い
不
思
議
な
味
も

あ
り
ま
し
た
が
、
小
さ
な
頃
か
ら
色
々
な

味
覚
を
育
て
る
事
は
体
を
つ
く
る
と
い
う

事
だ
け
で
は
な
く
表
現
力
も
養
わ
れ
人
間

の
幅
に
も
つ
な
が
る
大
切
な
事
だ
と
教
え

て
く
れ
ま
す
。 

 

笑
顔
が
こ
ぼ
れ
る
会
話
の
中
、
思
わ
ず

鼻
か
ら
牛
乳
を
ふ
き
出
し
た
友
だ
ち
。
人

気
メ
ニ
ュ
ー
の
じ
ゃ
ん
け
ん
合
戦
。 

 

み
ん
な
と
食
べ
る
事
の
楽
し
さ
を
教
え

て
く
れ
ま
す
。 

 

「
体
の
栄
養
」
「
心
の
栄
養
」
と
な
る

給
食
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
と
て
も

貴
重
な
体
験
で
す
。 

 

給
食
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に

携
わ
っ
て
下
さ
る
多
く
の
関
係
者
の
方
々

に
対
し
て
… 

 

自
分
た
ち
は
そ
ん
な
恵
ま
れ
た
環
境
の

中
で
生
き
て
い
る
と
い
う
事
に
対
し
て
感

謝
す
る
気
持
ち
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。 

 

「
生
き
る
力
」
と
い
う
最
も
大
切
な
学

力
は
、
給
食
の
中
に
も
た
く
さ
ん
つ
ま
っ

て
い
ま
す
。 

﹁
お
い
し
い
き
ゅ
う
食
あ
り
が
と
う
﹂

東
近
江
市
立
八
日
市
北
小
学
校 

二
年
　
栗
田
　
楓
子 

﹁
栄
養
と
愛
情
こ
も
っ
た
給
食
﹂

大
津
市
立
富
士
見
小
学
校 

六
年 

平
尾
穂
那
美 

﹁
給
食
か
ら
学
ぶ
﹂

東
近
江
市
立
蒲
生
東
小
学
校 

保
護
者
　
山
川
　
昌
子 

﹁
感
謝
の
気
持
ち
で
﹂

長
浜
市
立
び
わ
中
学
校 

二
年
　
上
山
　
咲
季 

草津市立老上小学校　五年 

野上　鉄太 

﹁
お
い
し
い
給
食
﹂

高
島
市
立
今
津
西
小
学
校 

三
年
　
蓑
津
　
遥
　 

   

　
四
時
間
目
の
授
業
が
終
わ
る
と
、
と
っ

く
に
お
腹
の
す
い
て
い
た
私
は
、
と
び
つ

く
よ
う
に
こ
ん
だ
て
表
を
見
に
行
き
ま
す
。 

 

あ
る
日
、
給
食
で
、
焼
き
そ
ば
が
出
ま

し
た
。
私
は
焼
き
そ
ば
は
好
き
な
の
で
す

が
、
そ
の
焼
き
そ
ば
の
中
に
は
、
き
ら
い

な
ピ
ー
マ
ン
が
入
っ
て
い
た
の
で
す
。
私

は
よ
け
て
食
べ
た
の
で
す
。
で
も
ピ
ー
マ

ン
だ
け
を
残
す
の
も
、
な
ん
だ
か
悪
い
と

思
い
、
そ
ば
と
一
緒
に
口
の
中
に
入
れ
ま

し
た
。
そ
の
一
口
を
食
べ
た
私
は
、
焼
き

そ
ば
を
す
べ
て
食
べ
つ
く
し
ま
し
た
。
私

は
も
し
か
す
る
と
、
こ
の
焼
き
そ
ば
で
始

め
て
き
ら
い
な
ピ
ー
マ
ン
を
お
い
し
く
食

べ
ら
れ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て

同
時
に
、
給
食
を
作
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
方
々
か
ら
の
愛
情
を
感
じ
ま
し
た
。 

 

十
月
、
栄
養
士
の
先
生
か
ら
、
こ
ん
立

の
た
て
方
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
季
節
に
合
っ
た
旬
の

食
材
、
世
界
中
の
国
々
の
料
理
、
そ
し
て
、

喜
ん
で
く
れ
そ
う
な
デ
ザ
ー
ト
、
栄
養
を

考
え
て
工
夫
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と

を
聞
き
ま
し
た
。 

 

給
食
を
食
べ
る
の
も
あ
と
、
三
学
期
だ

け
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
給
食
に

注
が
れ
た
愛
情
を
一
口
、
一
口
か
み
し
め

て
食
べ
よ
う
と
思
い
ま
す
。 

守山市立物部小学校　三年 

足立　沙央理 

﹁
も
っ
と
、
も
っ
と
﹂

長
浜
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー 

栄
養
職
員
　
中
島
　
広
美 

﹁
給
食
に
感
謝
し
て
﹂

甲
賀
市
立
土
山
小
学
校 

教
諭
　
中
井
　
良
子 

 

　
「
先
生
、
来
月
い
つ
来
て
く
れ
る
ん
？
」

「
今
日
の
給
食
め
っ
ち
ゃ
お
い
し
か
っ
た

で
ー
。
」 

 

ど
こ
の
学
校
に
も
隣
接
し
て
い
な
い
大

規
模
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し
て
い
る
私
に
と

っ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
出
会
え
る
給
食
時

間
の
指
導
は
と
て
も
楽
し
い
も
の
。 

 

小
学
校
六
校
を
廻
る
給
食
指
導
は
、
ほ

と
ん
ど
毎
日
ど
こ
か
の
学
校
に
出
ず
っ
ぱ

り
で
す
。
そ
こ
で
見
る
子
ど
も
た
ち
の
様

子
に
は
残
菜
だ
け
で
は
決
し
て
わ
か
ら
な

い
も
の
が
見
え
て
き
ま
す
。 

 
も
っ
と
も
っ
と
、
子
ど
も
た
ち
に
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
学
ん
で
ほ
し
い
、
も
っ
と

も
っ
と
給
食
の
こ
と
大
好
き
に
な
っ
て
ほ

し
い
。
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
の
育
成
を
目

指
し
て
、
も
っ
と
も
っ
と
自
己
研
鑽
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

    

　
私
た
ち
は
、
毎
日
給
食
を
お
い
し
く
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
給
食
の
時
間
は
、
授

業
中
と
は
違
っ
た
雰
囲
気
で
、
み
ん
な
も

の
す
ご
く
楽
し
そ
う
で
す
。 

 

さ
て
皆
さ
ん
は
、
こ
ん
な
ふ
う
に
私
た

ち
を
幸
せ
な
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
る
給

食
に
つ
い
て
ど
れ
く
ら
い
考
え
た
こ
と
が

あ
る
で
し
ょ
う
か
。
野
菜
な
ど
食
材
に
な

る
も
の
を
育
て
て
く
だ
さ
る
人
た
ち
、
そ

れ
を
運
ん
で
く
だ
さ
る
人
た
ち
、
調
理
し

て
く
だ
さ
る
人
た
ち
、
そ
の
他
に
も
も
っ

と
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
の
手
を
通
っ
て
や

っ
と
私
た
ち
の
と
こ
ろ
へ
や
っ
て
く
る
の

に
、
安
易
に
口
に
あ
わ
な
い
と
か
、
見
た

め
だ
け
で
残
し
て
し
ま
う
人
は
い
ま
せ
ん

か
。
と
て
も
残
念
な
こ
と
で
す
。
一
月
に

は
給
食
週
間
が
あ
り
、
食
に
つ
い
て
あ
ら

た
め
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私

た
ち
は
目
の
前
に
あ
る
食
物
に
感
謝
す
る

こ
と
を
忘
れ
ず
に
毎
日
を
過
ご
し
た
い
と

思
い
ま
す
。 

    

　
「
こ
の
に
お
い
…
お
で
ん
か
な
。
」

「
献
立
表
に
は
、
琵
琶
鱒
も
書
い
て
あ
っ

た
よ
。
」 

 

給
食
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
子
ど
も
た

ち
は
、
準
備
の
間
も
、
マ
ス
ク
を
し
て
い

る
口
か
ら
、
給
食
の
話
が
。 

 

土
山
町
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
野
菜
、
鮎

河
菜
を
使
っ
た
郷
土
料
理
・
甲
賀
市
の
干

し
柿
・
琵
琶
湖
の
魚
を
焼
い
た
物
・
お
隣

の
国
韓
国
の
チ
ヂ
ミ
・
ナ
ム
ル
・
姉
妹
都

市
ア
メ
リ
カ
、
ト
ラ
バ
ー
ス
シ
テ
ィ
の
チ

ェ
リ
ー
等
々
… 

 

い
ろ
い
ろ
な
献
立
を
考
え
て
届
け
て
く

だ
さ
る
給
食
は
、
子
ど
も
た
ち
の
体
も
心

も
温
ま
り
ま
す
。 

 
食
べ
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
。
給
食
感

謝
週
間
に
は
、
「
残
飯
ゼ
ロ
の
日
」
を
決

め
た
り
、
給
食
を
作
っ
て
く
だ
さ
る
方
へ

の
お
礼
の
気
持
ち
を
手
紙
や
プ
レ
ゼ
ン
ト

に
し
た
り
し
て
、
食
生
活
に
つ
い
て
考
え

る
取
り
組
み
を
進
め
ま
し
た
。 
 

少
し
は
好
き
嫌
い
が
あ
っ
て
も
、
時
間

が
十
分
に
あ
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中

で
友
だ
ち
と
楽
し
く
食
べ
る
こ
と
に
よ
り
、

工
夫
し
て
食
べ
よ
う
と
す
る
子
が
増
え
て

き
ま
し
た
。 

 

〝
あ
り
が
と
う
〞
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
に
、
給
食
を
通
し
て
、
健
康
な
体
、

豊
か
な
心
が
育
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。 

            

　
き
ゅ
う
食
の
中
で
一
番
す
き
な
の
が
、

お
た
ん
生
日
き
ゅ
う
食
で
す
。
い
つ
も
何

が
で
る
か
、
わ
く
わ
く
し
て
い
ま
す
。
お

肉
と
イ
カ
と
牛
に
ゅ
う
が
大
す
き
で
す
。

ほ
か
の
お
か
ず
も
ほ
と
ん
ど
す
き
で
す
。

こ
ん
な
お
い
し
い
き
ゅ
う
食
を
あ
り
が
と

う
。
野
さ
い
を
た
く
さ
ん
つ
か
っ
た
お
か

ず
も
作
っ
て
ね
。 

 

　
　
　
　
　
　
二
年
　
北
川
　
勇 

 

ち
ょ
う
理
い
ん
さ
ん
、
い
つ
も
お
い
し

い
き
ゅ
う
食
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
元
気
が
で
る
お
い
し
い
き
ゅ

う
食
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。
ぼ
く
が
す
き

な
食
べ
も
の
は
、
た
ら
こ
だ
け
ど
、
い
つ

も
お
い
し
い
元
気
が
で
る
い
ろ
い
ろ
な
き

ゅ
う
食
を
作
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
お
い
し
い
き
ゅ

う
食
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。 

  

　
　
　
　
二
年
　
大
坪
　
弘
樹 

 

毎
日
、
お
い
し
い
き
ゅ
う
食
あ
り
が
と

う
。
と
っ
て
も
お
い
し
い
か
ら
、
い
つ
も

ク
ラ
ス
で
一
番
さ
い
し
ょ
に
食
べ
お
わ
り

ま
す
。
家
で
は
、
き
ら
い
な
も
の
も
で
る

け
ど
、
学
校
で
は
き
ら
い
な
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
。
一
年
生
か
ら
今
ま
で
、
の
こ
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
が

ん
ば
っ
て
お
い
し
い
き
ゅ
う
食
を
作
っ
て

く
だ
さ
い
。 

　
わ
た
し
た
ち
の
学
校
の
給
食
は
、
し
ゅ

る
い
が
多
く
て
、
色
が
き
れ
い
で
す
。
味

も
と
て
も
お
い
し
い
と
、
わ
た
し
は
、
思

っ
て
い
ま
す
。 

 

わ
た
し
の
大
す
き
な
メ
ニ
ュ
ー
は
、
ソ

フ
ト
め
ん
・
ゼ
リ
ー
・
パ
イ
ン
パ
ン
・
そ

し
て
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
で
す
。
あ
ま
い

あ
じ
や
、
口
あ
た
り
が
と
て
も
す
き
で
す
。

一
年
生
の
時
に
は
じ
め
て
食
べ
た
給
食
は
、

お
い
わ
い
の
ご
は
ん
給
食
で
し
た
。
も
の

す
ご
く
お
い
し
か
っ
た
の
を
お
ぼ
え
て
い

ま
す
。
「
お
い
し
い
」
と
、
思
わ
ず
さ
け

ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
牛
に
ゅ
う
も
大
す

き
で
す
。 

 

に
が
て
も
あ
り
ま
す
。
シ
シ
ャ
モ
で
す

、

た
ま
ご
が
ピ
チ
ピ
チ
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

き
ら
い
だ
け
ど
、
が
ん
ば
っ
て
食
べ
て
い

ま
す
。
え
い
よ
う
が
あ
る
か
ら
で
す
。
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
も
、
ほ
め
て
く
れ
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
ま
す
。 

 

わ
た
し
は
、
あ
ん
ま
り
た
く
さ
ん
食
べ

る
方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
時
ど
き
給
食
を

の
こ
し
ま
す
。
け
れ
ど
、
し
っ
か
り
食
べ

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
歯
み
が
き
も
わ

す
れ
ず
し
ま
す
。
け
ん
こ
う
に
生
活
し
た

い
か
ら
で
す
。 

 

今
、
学
校
は
雪
が
一
メ
ー
ト
ル
い
上
つ

も
っ
て
い
ま
す
。
で
も
給
食
は
、
毎
日
と

ど
き
ま
す
。
給
食
の
お
じ
さ
ん
、
お
ば
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

5　第182号　学校給食だより　2006.2.28



　　　2006.2.28　学校給食だより　第182号　6

給
食
大
好
き 

　
　
　
東
近
江
市
立
　
能
登
川
北
小
学
校 

― 

給
食
週
間
の
取
り
組
み
よ
り 

― 

     

　
本
校
の
給
食
は
、
東
近
江
市
能
登
川

支
所
（
旧
能
登
川
町
）
の
給
食
セ
ン
タ

ー
で
作
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
二
年

前
に
新
築
さ
れ
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
、

食
器
や
食
缶
も
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

陶
磁
器
製
の
割
れ
る
食
器
に
な
り
、
取

り
扱
い
も
慎
重
に
し
て
い
ま
す
。 

 

子
ど
も
た
ち
は
、
給
食
を
幼
稚
園
か

ら
中
学
生
ま
で
い
た
だ
き
ま
す
。
毎
日

の
こ
と
な
の
で
、
給
食
が
あ
っ
て
当
た

り
前
に
な
っ
て
お
り
、
あ
り
が
た
さ
を

感
じ
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。 

 

先
日
の
給
食
週
間
の
時
に
は
、
「
給

食
に
携
わ
っ
て
く
だ
さ
る
方
々
に
感
謝

し
よ
う
」
と
い
う
目
標
を
設
定
し
、
全

校
で
取
り
組
み
ま
し
た
。 

 

一
年
生
の
子
ど
も
た
ち
に
、
給
食
で

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
人
は
誰
か
と
聞

い
て
み
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
、
給
食

セ
ン
タ
ー
の
人
・
給
食
室
の
先
生
（
業

務
員
さ
ん
）
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き

ま
し
た
。
普
段
給
食
セ
ン
タ
ー
の
方
と

は
直
接
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
が
、
四
月
の
給
食
が
始
ま
る
頃
に
、

給
食
セ
ン
タ
ー
の
方
に
来
て
い
た
だ
い
て
、

セ
ン
タ
ー
で
の
仕
事
の
様
子
な
ど
を
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
大
き
な
し
ゃ
も

じ
な
ど
も
見
せ
て
い
た
だ
き
、
た
く
さ

ん
の
給
食
を
作
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
、

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
、
一
生
懸

命
作
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
給
食
に
携
わ
っ
て
く
だ
さ

っ
て
い
る
方
は
、
他
に
も
牛
乳
屋
さ
ん
・

パ
ン
屋
さ
ん
・
ご
飯
を
炊
い
て
く
だ
さ

っ
て
い
る
方
・
う
ど
ん
屋
さ
ん
・
そ
れ

ら
を
運
ん
で
く
だ
さ
る
方
・
野
菜
な
ど

を
作
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
な
ど
た

く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
子

ど
も
た
ち
に
知
ら
せ
る
と
、
と
て
も
お

ど
ろ
い
て
い
ま
し
た
。 

 

業
務
員
さ
ん
の
こ
と
を
子
ど
も
た
ち

に
き
い
て
み
る
と
、
給
食
が
終
わ
っ
て

ワ
ゴ
ン
を
運
ん
で
い
く
と
、
片
付
け
を

し
て
く
だ
さ
る
と
い
う
程
度
に
し
か
認

識
し
て
い
な
く
て
、
指
導
の
手
薄
さ
に

反
省
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
毎
日
顔
を
合

わ
せ
て
い
て
も
、
子
ど
も
た
ち
の
見
て

い
な
い
時
間
帯
に
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
仕
事
に
つ
い
て
は
や
は
り
わ
か
っ
て

い
な
い
の
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。 

 

そ
こ
で
、
業
務
員
さ
ん
の
仕
事
を
見

せ
て
い
た
だ
く
時
間
を
設
定
し
、
給
食

室
に
行
き
ま
し
た
。
主
に
給
食
セ
ン
タ

ー
か
ら
給
食
が
届
い
て
か
ら
の
お
仕
事

を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

一
人
で
全
校
の
分
の
食
器
や
食
缶
を

ワ
ゴ
ン
に
乗
せ
、
二
階
に
も
運
ん
で
く

だ
さ
っ
た
り
、
温
度
を
測
っ
た
り
、
お

茶
を
沸
か
し
た
り
と
数
多
く
の
仕
事
を

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
い
て

い
ま
し
た
。
お
茶
は
給
食
セ
ン
タ
ー
か

ら
届
け
て
も
ら
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い

た
子
ど
も
も
多
く
、
実
際
に
自
分
の
目

で
見
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。 

 

見
学
し
た
後
、
あ
り
が
と
う
の
気
持

ち
を
寄
せ
書
き
に
し
て
渡
し
ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
た
め
に
働
い
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
、

よ
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
ど
の
学
年
も
、

給
食
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
方
に
お

手
紙
を
書
い
た
り
、
寄
せ
書
き
を
し
た

り
し
て
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

給
食
週
間
に
は
、
献
立
の
工
夫
を
し

て
く
だ
さ
い
ま
す
。
、
セ
レ
ク
ト
給
食
、

外
国
の
料
理
、
昔
の
給
食
、
粗
食
給
食

な
ど
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
も
「
今
日

は
ど
ん
な
給
食
か
な
あ
」
と
、
と
て
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

 

す
き
な
も
の
が
お
な
か
い
っ
ぱ
い
食

べ
ら
れ
て
当
た
り
前
の
食
生
活
を
し
て

い
る
わ
た
し
た
ち
で
す
が
、
お
世
話
を

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
に
感
謝
の
気

持
ち
を
持
ち
、
健
康
に
も
気
を
つ
け
て

食
事
を
見
直
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

楽
し
み
だ
　
全
校
な
べ
大
会 

楽
し
み
だ
　
全
校
な
べ
大
会 

一
、
は
じ
め
に 

 

　
人
間
生
活
に
と
っ
て
「
食
」
は
日
々
欠

か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
学
校
で
は
給
食

に
感
謝
し
、
家
庭
で
は
作
っ
て
く
れ
る
人

に
感
謝
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
で
す
。

し
か
し
、
子
ど
も
達
に
と
っ
て
の
食
は
与

え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
当
た
り
前
の
よ

う
に
食
べ
、
調
理
の
苦
労
や
工
夫
は
学
習

す
る
も
の
の
、
そ
れ
を
楽
し
み
と
し
て
生

活
の
場
に
取
り
入
れ
る
こ
と
は
な
か
な
か

難
し
い
も
の
で
す
。 

 

そ
こ
で
、
本
校
で
は
、
数
年
前
か
ら
、

総
合
的
な
学
習
の
一
つ
と
し
て
、
七
厘
で

火
を
起
こ
し
、
な
べ
を
囲
み
、
食
べ
る
と

い
う
本
能
的
か
つ
シ
ン
プ
ル
な
活
動
を
計

画
し
実
践
し
て
き
ま
し
た
。 

   

全
校
児
童
が
縦
割
四
十
八
班
に
分
か
れ

、

六
年
生
が
中
心
と
な
り
、
各
グ
ル
ー
プ
が

協
力
し
、
与
え
ら
れ
整
え
ら
れ
た
体
験
で

は
な
く
、
準
備
か
ら
後
片
づ
け
ま
で
子
ど

も
の
手
に
よ
っ
て
楽
し
く
活
動
し
ま
し
た
。 

①
だ
し
の
達
人 

 

聞
き
取
り
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ

た
後
、
地
域
の
だ
し
作
り
名
人
を
招
き
、

お
い
し
い
だ
し
の
作
り
方
を
教
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。
や
は
り
「
な
べ
の
お
い
し
さ

は
だ
し
作
り
に
あ
り
。
」
長
い
時
間
煮
込

む
こ
と
や
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
も
考
慮
し
な

が
ら
究
極
の
だ
し
作
り
に
励
み
ま
し
た
。 

②
仕
込
み
の
達
人 

 

様
々
な
食
材
を
切
り
そ
ろ
え
準
備
す
る

こ
と
と
う
ど
ん
作
り
が
仕
事
で
す
。
ど
ち

ら
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
、
火
の
通

り
や
す
い
食
材
の
切
り
方
や
、
本
格
的
な

手
打
ち
う
ど
ん
の
作
り
方
を
研
究
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
ま
し
た
。 

③
買
い
物
の
達
人 

 

な
べ
に
ど
ん
な
物
を
入
れ
た
ら
よ
い
か

。

又
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
で
ど
ん
な
材
料
が

適
し
て
い
る
か
。
六
年
生
以
外
の
学
年
や

学
級
で
収
穫
し
た
食
材
も
生
き
る
よ
う
、

全
体
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
、

予
算
内
に
収

め
な
が
ら
工

夫
し
て
買
い

物
を
す
る
こ

と
に
し
ま
し

た
。 

 

④
基
地
の
達
人 

 

基
地
作
り
と
七
厘
の
火
付
け
が
主
な
仕

事
で
す
。
ど
う
し
た
ら
楽
々
と
基
地
に
入

り
込
め
、
楽
し
く
過
ご
せ
る
か
を
考
え
ま

す
。
支
柱
と
な
る
つ
っ
か
え
棒
も
用
意
し

テ
ン
ト
中
央
に
立
て
た
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
で

支
え
た
り
し
な
が
ら
工
夫
を
こ
ら
し
ま
し

た
。 

⑤
用
具
の
達
人 

 

裏
方
の
仕
事
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、

火
起
こ
し
用
の
火
吹
き
竹
等
、
準
備
か
ら

五
十
グ
ル
ー
プ
も
の
用
具
の
点
検
、
片
付

け
ま
で
を
す
る
こ
と
は
大
変
な
仕
事
で
す
。

で
も
、
始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
を
見
通
す

よ
い
学
習
と
な
り
ま
し
た
。 

⑥
広
告
の
達
人 

 

五
つ
の
達
人
の
様
子
を
デ
ジ
カ
メ
で
お

さ
め
た
り
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
聞
き

取
っ
た
こ
と
を
か
べ
新
聞
に
ま
と
め
た
り

し
ま
し
た
。
他
の
達
人
の
様
子
が
大
変
よ

く
わ
か
り
、
ま
さ
に
「
広
告
」
塔
と
し
て

の
仕
事
が
果
た
せ
ま
し
た
。 

  

今
ま
で
の
経
験
が
あ
る
と
い
う
も
の
の

全
校
の
行
事
を
自
分
た
ち
で
作
り
上
げ
、

そ
し
て
、
自
分
た
ち
の
手
に
か
か
っ
て
い

る
と
い
う
点
で
は
、
子
ど
も
達
は
、
心
地

よ
い
抵
抗
感
と
緊
張
感
を
味
わ
い
な
が
ら

意
欲
的
に
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
自
分
た
ち
の
活
動
が
全
体
に
貢
献

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
感
じ
ら
れ
、
全

校
の
み
ん
な
の
喜
ぶ
笑
顔
か
ら
自
分
へ
の

満
足
感
と
自
信
を
得
た
よ
う
で
す
。
当
日

の
な
べ
大
会
を
迎
え
る
ま
で
の
失
敗
あ
り
、

大
変
さ
あ
り
、
助
け
合
い
あ
り
の
活
動
が

こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
達
の
生
き
る
力
を
育

む
価
値
あ
る
活
動
で
あ
っ
た
と
確
信
し
て

い
ま
す
。 

 

ゴ
ー
ル
が
「
食
す
る
こ
と
」
で
あ
っ
て

も
、
ス
タ
ー
ト
が
「
食
す
る
こ
と
」
で
あ

っ
て
も
、
こ
の
活
動
が
、
「
生
き
る
力
」

を
フ
ル
稼
働
さ
せ
る
学
習
で
あ
り
、
今
後

も
本
校
の
特
色
あ
る
活
動
と
し
て
永
く
続

け
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

甲
賀
市
立
水
口
小
学
校 

二
、
な
べ
の
達
人
に
な
ろ
う 

三
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と 

緑色のなべはこんなのでした 

はくさい 

にんじん 

だいこん 

糸こんにゃく 

にくだんご 

ウインナー 

しいたけ 

もやし 

あげ 

ねぎ 

うどん 

えのき 
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給
食
セ
ン
タ

ー
か
ら
給
食
が
届
い
て
か
ら
の
お
仕
事

を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

一
人
で
全
校
の
分
の
食
器
や
食
缶
を

ワ
ゴ
ン
に
乗
せ
、
二
階
に
も
運
ん
で
く

だ
さ
っ
た
り
、
温
度
を
測
っ
た
り
、
お

茶
を
沸
か
し
た
り
と
数
多
く
の
仕
事
を

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
い
て

い
ま
し
た
。
お
茶
は
給
食
セ
ン
タ
ー
か

ら
届
け
て
も
ら
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い

た
子
ど
も
も
多
く
、
実
際
に
自
分
の
目

で
見
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。 

 

見
学
し
た
後
、
あ
り
が
と
う
の
気
持

ち
を
寄
せ
書
き
に
し
て
渡
し
ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
た
め
に
働
い
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
、

よ
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
ど
の
学
年
も
、

給
食
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
方
に
お

手
紙
を
書
い
た
り
、
寄
せ
書
き
を
し
た

り
し
て
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

給
食
週
間
に
は
、
献
立
の
工
夫
を
し

て
く
だ
さ
い
ま
す
。
、
セ
レ
ク
ト
給
食
、

外
国
の
料
理
、
昔
の
給
食
、
粗
食
給
食

な
ど
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
も
「
今
日

は
ど
ん
な
給
食
か
な
あ
」
と
、
と
て
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

 

す
き
な
も
の
が
お
な
か
い
っ
ぱ
い
食

べ
ら
れ
て
当
た
り
前
の
食
生
活
を
し
て

い
る
わ
た
し
た
ち
で
す
が
、
お
世
話
を

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
に
感
謝
の
気

持
ち
を
持
ち
、
健
康
に
も
気
を
つ
け
て

食
事
を
見
直
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

楽
し
み
だ
　
全
校
な
べ
大
会 
楽
し
み
だ
　
全
校
な
べ
大
会 

一
、
は
じ
め
に 

 

　
人
間
生
活
に
と
っ
て
「
食
」
は
日
々
欠

か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
学
校
で
は
給
食

に
感
謝
し
、
家
庭
で
は
作
っ
て
く
れ
る
人

に
感
謝
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
で
す
。

し
か
し
、
子
ど
も
達
に
と
っ
て
の
食
は
与

え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
当
た
り
前
の
よ

う
に
食
べ
、
調
理
の
苦
労
や
工
夫
は
学
習

す
る
も
の
の
、
そ
れ
を
楽
し
み
と
し
て
生

活
の
場
に
取
り
入
れ
る
こ
と
は
な
か
な
か

難
し
い
も
の
で
す
。 

 

そ
こ
で
、
本
校
で
は
、
数
年
前
か
ら
、

総
合
的
な
学
習
の
一
つ
と
し
て
、
七
厘
で

火
を
起
こ
し
、
な
べ
を
囲
み
、
食
べ
る
と

い
う
本
能
的
か
つ
シ
ン
プ
ル
な
活
動
を
計

画
し
実
践
し
て
き
ま
し
た
。 

   

全
校
児
童
が
縦
割
四
十
八
班
に
分
か
れ

、

六
年
生
が
中
心
と
な
り
、
各
グ
ル
ー
プ
が

協
力
し
、
与
え
ら
れ
整
え
ら
れ
た
体
験
で

は
な
く
、
準
備
か
ら
後
片
づ
け
ま
で
子
ど

も
の
手
に
よ
っ
て
楽
し
く
活
動
し
ま
し
た
。 

①
だ
し
の
達
人 

 

聞
き
取
り
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ

た
後
、
地
域
の
だ
し
作
り
名
人
を
招
き
、

お
い
し
い
だ
し
の
作
り
方
を
教
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。
や
は
り
「
な
べ
の
お
い
し
さ

は
だ
し
作
り
に
あ
り
。
」
長
い
時
間
煮
込

む
こ
と
や
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
も
考
慮
し
な

が
ら
究
極
の
だ
し
作
り
に
励
み
ま
し
た
。 

②
仕
込
み
の
達
人 
 

様
々
な
食
材
を
切
り
そ
ろ
え
準
備
す
る

こ
と
と
う
ど
ん
作
り
が
仕
事
で
す
。
ど
ち

ら
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
、
火
の
通

り
や
す
い
食
材
の
切
り
方
や
、
本
格
的
な

手
打
ち
う
ど
ん
の
作
り
方
を
研
究
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
ま
し
た
。 

③
買
い
物
の
達
人 

 

な
べ
に
ど
ん
な
物
を
入
れ
た
ら
よ
い
か

。

又
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
で
ど
ん
な
材
料
が

適
し
て
い
る
か
。
六
年
生
以
外
の
学
年
や

学
級
で
収
穫
し
た
食
材
も
生
き
る
よ
う
、

全
体
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
、

予
算
内
に
収

め
な
が
ら
工

夫
し
て
買
い

物
を
す
る
こ

と
に
し
ま
し

た
。 
 

④
基
地
の
達
人 

 

基
地
作
り
と
七
厘
の
火
付
け
が
主
な
仕

事
で
す
。
ど
う
し
た
ら
楽
々
と
基
地
に
入

り
込
め
、
楽
し
く
過
ご
せ
る
か
を
考
え
ま

す
。
支
柱
と
な
る
つ
っ
か
え
棒
も
用
意
し

テ
ン
ト
中
央
に
立
て
た
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
で

支
え
た
り
し
な
が
ら
工
夫
を
こ
ら
し
ま
し

た
。 

⑤
用
具
の
達
人 

 

裏
方
の
仕
事
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、

火
起
こ
し
用
の
火
吹
き
竹
等
、
準
備
か
ら

五
十
グ
ル
ー
プ
も
の
用
具
の
点
検
、
片
付

け
ま
で
を
す
る
こ
と
は
大
変
な
仕
事
で
す
。

で
も
、
始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
を
見
通
す

よ
い
学
習
と
な
り
ま
し
た
。 

⑥
広
告
の
達
人 

 
五
つ
の
達
人
の
様
子
を
デ
ジ
カ
メ
で
お

さ
め
た
り
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
聞
き

取
っ
た
こ
と
を
か
べ
新
聞
に
ま
と
め
た
り

し
ま
し
た
。
他
の
達
人
の
様
子
が
大
変
よ

く
わ
か
り
、
ま
さ
に
「
広
告
」
塔
と
し
て

の
仕
事
が
果
た
せ
ま
し
た
。 

  

今
ま
で
の
経
験
が
あ
る
と
い
う
も
の
の

全
校
の
行
事
を
自
分
た
ち
で
作
り
上
げ
、

そ
し
て
、
自
分
た
ち
の
手
に
か
か
っ
て
い

る
と
い
う
点
で
は
、
子
ど
も
達
は
、
心
地

よ
い
抵
抗
感
と
緊
張
感
を
味
わ
い
な
が
ら

意
欲
的
に
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
自
分
た
ち
の
活
動
が
全
体
に
貢
献

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
感
じ
ら
れ
、
全

校
の
み
ん
な
の
喜
ぶ
笑
顔
か
ら
自
分
へ
の

満
足
感
と
自
信
を
得
た
よ
う
で
す
。
当
日

の
な
べ
大
会
を
迎
え
る
ま
で
の
失
敗
あ
り
、

大
変
さ
あ
り
、
助
け
合
い
あ
り
の
活
動
が

こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
達
の
生
き
る
力
を
育

む
価
値
あ
る
活
動
で
あ
っ
た
と
確
信
し
て

い
ま
す
。 

 

ゴ
ー
ル
が
「
食
す
る
こ
と
」
で
あ
っ
て

も
、
ス
タ
ー
ト
が
「
食
す
る
こ
と
」
で
あ

っ
て
も
、
こ
の
活
動
が
、
「
生
き
る
力
」

を
フ
ル
稼
働
さ
せ
る
学
習
で
あ
り
、
今
後

も
本
校
の
特
色
あ
る
活
動
と
し
て
永
く
続

け
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

甲
賀
市
立
水
口
小
学
校 

二
、
な
べ
の
達
人
に
な
ろ
う 

三
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と 

緑色のなべはこんなのでした 

はくさい 

にんじん 

だいこん 

糸こんにゃく 

にくだんご 

ウインナー 

しいたけ 

もやし 

あげ 

ねぎ 

うどん 

えのき 
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一
、
は
じ
め
に 

 

浅
井
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
東
に
霊

峰
伊
吹
山
、
西
に
浅
井
長
政
ゆ
か
り
の
小

谷
城
、
ま
た
、
南
に
は
清
流
姉
川
、
北
に

は
金
糞
岳
や
草
野
川
と
自
然
と
伝
統
に
培

わ
れ
た
緑
豊
か
な
町
で
学
ぶ
児
童
生
徒
ら

約
二
千
人
の
給
食
を
作
っ
て
い
ま
す
。 

  二
、
お
い
し
い
給
食 

 

本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
給
食
に
こ
し
ひ
か

り
「
お
市
米
」
や
紫
黒
米
、
赤
米
な
ど
、

地
域
の
米
を
使
用
し
た
り
、
野
菜
生
産
者

組
合
「
浅
井
ふ
れ
あ
い
の
里
」
の
野
菜
を

使
う
な
ど
、
地
域
に
根
ざ
し
た
給
食
作
り

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
調
理
師
が
お
に
ぎ
り
や
、
郷
土

食
な
ど
真
心
を
込
め
て
お
い
し
く
作
る
の

で
、
子
ど
も
達
に
好
評
を
得
て
い
ま
す
。 

心
と
か
ら
だ
を
育
む
給
食
を
め
ざ
し
て

心
と
か
ら
だ
を
育
む
給
食
を
め
ざ
し
て

心
と
か
ら
だ
を
育
む
給
食
を
め
ざ
し
て

長
浜
市
立
　
浅
井
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー 

本センター 
の給食指導 

赤
レ
ン
ジ
ャ
ー 

きんにくになる ほねになる、ちになる 

黄
レ
ン
ジ
ャ
ー 

ねつになる 力のもとになる 

働　き 

緑
レ
ン
ジ
ャ
ー 

体のちょうしをよくする 体のそうじをする 

働　き 

三
、
給
食
指
導
に
つ
い
て 

 

本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
年
間
指
導
計
画
を

作
成
し
、
一
学
期
「
食
べ
物
と
か
ら
だ
」

二
学
期
「
か
ら
だ
と
運
動
」
三
学
期
「
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
」
と
大
き
く
三
つ

の
テ
ー
マ
に
添
っ
て
、
五
つ
の
小
学
校
全

学
年
四
十
ク
ラ
ス
へ
、
計
百
二
十
回
給
食

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

         

四
、
内
容
に
つ
い
て 

 

今
年
度
、
一
番
心
に
残
っ
て
い
る
内
容

は
、
四
月
の
五
年
生
「
食
べ
物
の
働
き
に

つ
い
て
知
ろ
う
」
と
い
う
指
導
で
す
。 

 

「
が
ん
ば
れ
！
食
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
と
い

う
紙
芝
居
を
使
っ
て
、
赤
・
黄
・
緑
の
食

べ
物
の
仲
間
が
そ
ろ
う
こ
と
の
大
切
さ
を

伝
え
る
内
容
で
し
た
。
ち
ょ
う
ど
、
新
し

い
家
庭
科
の
教
科
書
を
も
ら
っ
た
児
童
に

対
し
、
指
導
の
後
「
今
言
っ
た
言
葉
と
同

じ
言
葉
が
、
教
科
書
に
あ
る
の
で
す
よ
。
」

と
伝
え
る
と
、
早
速
、
取
り
出
し
て
探
そ

う
と
す
る
子
、
「
知
っ
て
る
！
」
と
言
っ

て
く
れ
る
子
、
「
ち
ょ
う
ど
、
学
習
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
」
と
先
生
。
ナ
イ
ス
タ
イ

ミ
ン
グ
の
指
導
に
な
り
ま
し
た
。 

担
任
教
諭
と
の
連
絡
簿
よ
り 

 

「
赤
・
黄
・
緑
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
登
場

し
た
り
、
合
体
し
た
り
す
る
場
面
で
歓
声

が
あ
が
り
ま
し
た
。
家
庭
科
の
学
習
に
も

つ
な
が
っ
て
、
い
い
き
っ
か
け
に
な
り
ま

し
た
。
話
に
は
ま
り
込
ん
で
い
た
と
思
い

ま
す
。
」 

 

ま
た
、
給
食
指
導
の
内
容
と
実
際
の
給

食
が
つ
な
が
っ
て
い
る
事
も
大
切
で
す
。

例
え
ば
、
一
月
二
年
生
の
「
大
豆
に
つ
い

て
知
ろ
う
」
で
は
、
は
て
な
ボ
ッ
ク
ス
を

使
っ
て
、
ク
イ
ズ
を
し
な
が
ら
、
大
豆
か

ら
作
ら
れ
て
い
る
食
べ
物
を
考
え
て
い
き

ま
す
。
そ
の
時
に
、
給
食
に
は
大
豆
製
品

を
使
っ
て
お
き
、
児
童
と
い
っ
し
ょ
に
探

し
ま
す
。
「
あ
っ
た
！
ア
ゲ
や
！
」
「
お

つ
ゆ
の
み
そ
！
」
「
フ
ラ
イ
の
あ
ぶ
ら
」

な
ど
い
っ
し
ょ
に
探
し
て
食
べ
る
こ
と
に

よ
っ
て
頭
へ
の
浸
透
も
よ
く
、
い
つ
ま
で

も
覚
え
て
い
て
く
れ
る
よ
う
で
す
。
給
食

を
生
き
た
教
材
と
し
て
使
え
る
醍
醐
味
。

栄
養
士
に
し
か
で
き
な
い
指
導
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
セ
ン
タ
ー
職
員
が
一
丸

と
な
っ
て
、
子
ど
も
達
の
た
め
に
お
い
し

い
給
食
を
作
り
続
け
、
見
守
っ
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。 

　
編
　
集
　
後
　
記 

 

今
年
度
の
学
校
給
食
だ
よ
り
は
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。
編
集
委
員

精
一
杯
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
次
年
度
は
市

町
合
併
に
伴
っ
て
ブ
ロ
ッ
ク
割
を
変
更
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
大
き
く
は
伊
香

郡
と
高
島
市
を
同
ブ
ロ
ッ
ク
、
東
近
江
市

を
単
独
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
、
後
を
調
整
し

八
ブ
ロ
ッ
ク
に
し
ま
す
。 

働　き 
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